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悪性 所見を呈 した尿 管 のinverted　 papillomaの1例
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   A 70-year-old female with inverted papilloma of the ureter is presented. She was hospi-
talized because of asymptomatic macrohematuria. Excretory urography and retrograde 

pyelography demonstrated a filling defect with smooth contour at the mid-portion of the 
right ureter. Abdominal computer tomographic (CT) scan showed mass lesion (CT number 
41) at the same portion as the filling defect. She was diagnosed as having an ureteral tumor 
and right nephroureterectomy was performed. The gross specimen contained a 24x 12 mm, 

polypoid, pedunculated and smooth-surfaced tumor. Pathological diagnosis was inverted pa-
pilloma. However, microscopic examination revealed a malignant finding corresponding to 
transitional cell carcinoma grade 1. 

   From the Japanese and foreign literature, 25 cases of ureteral inverted papilloma were 
collected and are reviewed. Clinical and pathological features are discussed. 
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緒 言

上 部 尿 路 に 発 生 す るinvertedpapillomaは 稀 な

腫瘍 と考 え られ てい る.私 た ち は 尿 管 に発 生 し,病 理

組織 学 的 に悪 性 像 を 呈 したinvertedpapillomaの

*現:聖 マリアンナ医科大学泌尿器科学教室

(主任:井 上武夫教授)

1例 を経験したので報告する.な お,現 在までの報告

例を集計 し,考 察を加えた.

症

患者:70歳,女 性

初診1985年8月9日

主訴1無 症候性肉眼的血尿

例
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家族歴:特 記すべきことなし

既往歴:糖 尿病にて食事療法中

現病歴:1985年7月29日 無症候性の肉眼的血尿が出

現したため,近 医を受診し,当 科 に紹介 となった.

IVP(Fig.1)で 右尿管中部に比較的辺縁整な母指頭

大の陰影欠損像を認めたため,精 査目的で入院 となっ

た.

入 院時現症:体 格,栄 養中等 度.血 圧152!78

mmHg,脈 拍70/分 整,体 温36.1℃,胸 腹部に理学

的に異常所見なく,表 在性 リソパ節は触知されなかっ

た.

入院時検査成績:一 般の血液,生 化学検査では,血

糖値が169mg/dlと 高値を示 した 以外に は異常は認

められなかった.な お,尿 所見の推移をTable1に

示 した.尿 細胞診はRP施 行後にclassIIIと なっ

た以外,い ずれも陰性であった,

放射線学的検査所見:入 院後施行 したRP(Fig.2)

では,尿 管カテーテルは抵抗な く腎孟まで挿入可能

で,IVPと 同位置に陰影欠損豫を認めた.な お,膀

胱内には異常を認めなかった.腹 部単純CT(Fig.

3)で は,陰 影欠損部に一致した腫瘤性病変(CT値
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41)を 認めた.

以上より右尿管腫瘍の術前診断にて,1985年9月27

日手術を施行 した.

手術所見 ・まず,腸 骨 部斜切開 にて病変部 尿管

(Fig.4)に 到達し,試 験切開をし,腫 瘍であ る こと

を確認した.つ いで,腰 部斜切開を追加し腎尿管全摘

.譜

Fig.2.RP:IVPと 同位 置 に 陰 影 欠 損 像(矢

印)を 認 め る.
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Fig.1.IVP:右 尿管中部に比較的辺縁整な母指頭

大の陰影欠損像(矢 印)を 認める.

Table1.尿 所 見

初診時 入院時RP後 術後

Fig.3. 腹部単純cr:陰 影 欠損部に一致 したCT

値41の 腫瘤性病変(矢 印)を 認める.
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糖

蛋白

潜血

(十)(十)(2十)(一)

(一)(一)(一)(一)

(2十)(2十)(3十)(一)

沈RBC70-80/hpf6-8/hpf多 数/hpf1-2/hpf

渣WBC(一)o-1/hpf1-2/hpfo-1/hpf

細胞診 (一) (‐)classIII(‐) Fig.4.病 変 部 尿 管
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Fig.5.摘 出標 本
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醜難
Fig.6,病 理組織学的所見(H-E染 色,×70):腫 瘍

の表面は移行上皮で被われ,細 胞層の厚さを

増しながら深部へ陥入する増生を示す.

i藤
F董g.7.病 理 組 織 学 的 所 見(H-E染 色,×365):軽

度 の細 胞 異 型,極 性 の乱 れ,細 胞 分 裂 豫 を認

め る.

除術 を 施行 した.

摘 出 標本:大 き さ24×12mmの 表面 平 滑 な ポ リー

プ状 の 有 茎性 腫瘍(Fig・5)で あ った ・

病 理組 織 学 的 所 見(Fig.6,7):組 織構 築 の所 見 は

典 型 的 な 上皮 索 の 内反 性 増 殖 を 認 め,invertedpapil-

lomaと 診 断 され た.し か し,部 分 的 に 軽 度 の細 胞 異
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型と上皮索細胞層の多層性があ り,膀 胱癌取扱い規約

によるG1の 移行上皮癌と考えてよい所見であった.

なお,浸 潤像は認められなかった.

患者の術後経過は順調で現在まで再発は認められて

いない.

考 察

尿 路 のinvertedpapillomaは 比 較 的 稀 な 腫 瘍 と

考 え られ て い るが,本 邦 で は 和 食 らi>が50例 を 集 計 し

報 告 して い る.こ の うち,上 部 尿路 に発 生 した もの は

4例 で あ り,多 くは 膀胱 に発 生 して い る。 外 国 で は

Mottolaら2)が116例 を 集 計 し,や は り膀 胱 発 生例 が

最 も多 く,上 部 尿路 のinvertedpapillomaは18例

であ った と報 告 して い る.こ の よ うに 上 部 尿 路 のin・

vertedpapillomaは 稀 で あ る.私 た ち の 集 計 で は,

尿管 のinvcrtedpapillomaは 本 邦 で 自験 例 を 含 め

10例 の 報告(内 反 型 移 行 上 皮 癌 と した 報 告 も 含 め

る)a‐io)が あ り,外 国 で は 腎 孟 尿管 移 行 部 を 含 め る と

15例 の報 告2・n、20)がみ られ て い る.な お,本 邦 報 告 例

の概 要 をTable2に 示 した.こ れ ら25例 の 尿管 の

invertedpapillomaを 集 計 す る と男 女 比 は19:6と

男性 に 多い.発 症 年 齢 は,60歳 代 が36%と 最 も多 く,

つ い で50歳 代 が28%,70歳 代 が24%と,50歳 か ら79歳

ま でが88%を 占 め,平 均 は,65.3歳 で あ る,臨 床 症 状

で は血 尿 が14例 と最 多で,つ い で 側 腹部 痛 が7例 に認

め られ てい るが,無 症 状 で 偶 然 に 発 見 され た もの も7

例 あ る.発 生 部位 で は尿 管 中 部 が40%と 最 多 で,つ い

で下 部 が3S%,上 部 が12%,腎 孟 尿 管移 行 部080.不

明4%と な る.腫 瘍 の 大 きさ は最 大 径 で1か ら3cm

の もの が42.3%と 最 も多 く,つ い で3cm以 上 が23.1

%,lcm以 下 が15.4%,不 明が19.2%で あ る.治 療

法 で は 腎尿 管 摘 出術 を施 行 した もの が14例,尿 管 部分

切 除 術 を 施 行 した ものが9例 で あ る.た だ し,本 邦 で

は尿 管 部 分 切 除 は1例 のみ であ るの に対 し,外 国 例 で

は部 分 切 除8例,腎 尿管 摘 出6例 と部分 切除 術 の施 行

例 が多 い傾 向 に あ る.

本 症 の発 生 要 因 に 関 して は,永 井 ら21)も述 べ て い る

よ うに,過 形 成 説 や 炎症 性 産 物 説 な ど もあ った が,現

在 で は通 常 のpapillomaと 同様 に移 行 上 皮 か ら発 生

した新 生 物 とす る意 見 が 多 い.こ の な か で 興味 深 いの

が藤 田22)の 意 見 で あ る.彼 は,本 症 を 乳 頭 状腫 瘍 と連

続 的 な 関係 を もつ 一亜 型 と し,膀 胱 上 皮 が 内腔 にむ か

って発 育 す れ ば 通 常 の乳 頭 腫 で あ り,逆 に 粘膜 下 に も

ぐ りこめ ば 内反性 の 発 育 を呈 し,そ の 差 は ご くち ょっ

と した力 関 係 に よ るの で は な いか と述 べ て い る.そ し

て 典 型 的 なinvcrtcdpapillomaを 育 て あ げ る には,
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Table2,尿 管 のinvertedpapillomaの 本 邦 報 告 例

(轟轟)讐 難 断 症状
大 きさ
mm

治 療 再 発
(観察期間)

近 藤 ら3)

(1980)

藍沢 ら41

(issi)

〃

(〃)

内 藤 ら5}

(1983)

亀 山 ら6}

(1985)

淡 河 ら7)

(1986)

自験 例

(1986)

斉 藤 らa,

(isss>

始 関 ら9)

(ises)

木村 ら10)

(1986)

71

男

68

男

55

男

68

男

75

男

64

女

70

女

53

男

85

男

ss

女

下部 なし

下部 なし

下部

2個

下部

中部

上部

中部

下部

下部

中部

側腹部痛,

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

無症候性

肉眼的血尿

10×8×5経 尿道的切除術

25x12

23x9

8x4

15x15x15

34x12x11

40x15x12

24x12

腎尿管摘出術

腎尿管摘除術,

膀胱部分切除術

腎尿管摘出術+

膀胱部分切除術

腎尿管全摘除術

腎尿管全摘除術,

膀胱部分切除術

腎尿管全摘除術

腎尿管摘出術,

膀胱部分切除術

尿管下端切除術,

尿管膀胱新吻合術

40×10腎 尿管全摘除術兼

膀胱部分切除術

な し

(1年)

な し

(2年5ヵ 月)

な し

(10fi月)

な し

(8ヵ 月)

な し

(3ヵ 月)

な し

(1年)

細 胞 が 良性 な こ と と外 被 が丈 夫に で きて い る こ とが 必

要 で あ る と して い る.同 一 腫 瘍 内 に 外方 へ の乳 頭 状 増

殖 と内 反 性増 殖 が 共 存 した 症 例 の 報 告23-2.5)が あ る こ

とや 自験 例 の よ うに 病 理組 織 学 的 に 悪 性所 見 を呈 す る

ものが あ る こ とか ら,藤 田22)の 説 は 注 目に値 す る と思

わ れ る.

一 般 的 に 尿 路 のinvertedpapillomaは ,再 発 例

や病 理 組 織 学 的 に悪 性 所 見 を有 した 症 例 の 少 な い こ と

よ り良 性 腫 瘍 と考 え られ て い る.ま た 金 子 ら26)は,電

顕 的 検 討 よ り本 腫瘍 を きわ め て よ く分 化 した 腫瘍 で,

過形 成 と分 化 型 腫瘍 の中 間 に 位 置す る と述 べ て い る.

しか し,最 近 に な って,再 発 例27,2e)や 多 発 例2AX32)あ る

い は 自験 例 の よ うに 悪性 所 見を 有 した 症 例3・10・且2・21・23・

26,27-3Uの 報告 が 増 加 して い る よ うに 思わ れ る.

鈴 木zz)は 高 分 化型(grade2以 下)移 行 上 皮性 腫瘍

83例 の約25%に 移行 上皮 の 内 反性 増 殖 を 認 め た と し,

この増 殖 形 態 が 稀 な もので は な い こ とを 指 摘 した.ま

た,岡 本 ら24)は52症 例 のinvertedpapillomaを 検

討 し,移 行 上 皮 の外 方 へ の乳 頭 状増 殖 を認 め る 症 例 が

ll例(約21%)存 在 した こ とか ら,invertcdpapillo

maと 通 常 の 乳 頭状 腫 瘍 との 問 に組 織 形 態 学 的 に 中 間

型(共 存 型)invertedpapillomaの 存 在 を示 唆 した 。

今 までinvertedpapillomaは そ の 内反 型 増 殖 形 態

を 強 調 され る あ ま り,一 つ の疾 患 単位か の ご と く考x

られ て きた よ うに 思 わ れ る.し か し,前 述 した ご と く

病 理 組 織"γ:的に悪 性 所 見 を有 す る例 や 通常 の移 行 上 皮

性 腫 瘍 との共 存 例 も稀 で は な い こ と,さ らに藤 田22)の

invertedpapillomaの 成 因 に 関す る説 な どを 考 え合

わ せ る と,invertedpapillomaは 決 して 一 つ の特 異

な疾 患 単 位 で は な く,通 常 の移 行 上 皮 腫 瘍 の 一型 であ

る と思 わ れ る.そ し て,invertedpapillomaの 病

理 組 織 学 的 な 良,悪 性 に 関 し て は,Whiteselao)も 述

べ て い る よ うVim,transitionalcellpapillomaと

transitionalcellcarcinomaと の関 係 と同 様 の関 係

に あ る と考 えて よい もの と思 う.し た が って,内 反 型

増 殖形 態 を有 す る移 行 上 皮 腫瘍 は川 地 らzs)が 述 べ てい

る よ う に,transitionalcellpapillomainverted

typeお よびtransitionalcellcarcinomainverted

typeの ご と く分 類 し,治 療 法 の選 択 や 術 後 のfollow

upな ど で通 常 の 移 行 上 皮腫 瘍 と同様 の 取 扱 い を 考 慮

す る 必 要 が あ る と思 わ れ る.

結 語

病理組織学的に悪性所見 を呈した尿管のinverted

papillomaの1例 を報告するとともに,本 邦 お よび

外国の報告例25症 例を集計し文献的考察を加えた.

尿路のinvertedpapillomaは その特徴的な組織

構築所見より一つの疾患単位,し かも良性腫瘍として

考えられてきた,し かし,多 発例や再発例の報告,あ

るいは悪性所見を認めた報告が増加してきており,今

後は通常の移行上皮腫瘍と同様の取扱いを考慮すべき

であると考えられた.

稿を終え るにあた り,御 校閲を賜 りました聖 マ リアンナ医

科大学泌尿器科学教室 ヲ1=上武夫教授 に深謝致 します.
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本論 文の要旨は第438回 日本泌尿 器科学 会東 京地方会にお

いて発表 した.
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